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一人ひとりの市民が主役

広

報

［特集］
阿久根市制施行60周年記念

阿久根みどこい祭り

海開き（阿久根大島海水浴場）
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阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り

夏
本
番
、
今
年
も
い
よ
い
よ
祭
り
の

季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

今
年
の
『
阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り
』

は
、
７
月
28

日
㈯
、
７
月
29

日
㈰
、
８

月
４
日
㈯
、
８
月
５
日
㈰
の
４
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。

７
月
28

日
㈯
は
、
国
道
３
号
で
音

楽
・
ハ
ン
ヤ
踊
り
パ
レ
ー
ド
、
中
央
公

園
で
の
昔
風
こ
ど
も
夏
祭
り
、
翌
７
月

29

日
㈰
は
、
中
央
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
歌
っ
て
踊
っ
て
カ
ー
ニ
バ
ル
、
阿
久

根
み
ど
こ
い
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

８
月
４
日
㈯
は
、
市
総
合
体
育
館
で

こ
い
じ
ゃ
が
阿
久
根
音
楽
フ
ェ
ス
、
夜

は
新
港
埋
立
地
で
約
６
千
発
打
ち
上
げ

の
花
火
大
会
、
翌
８
月
５
日
㈰
は
、
新

港
水
揚
げ
場
の
特
設
会
場
で
、
あ
く
ね

新
鮮
お
さ
か
な
祭
り
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
魚
の
つ
か
み
取
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

今
年
の
『
み
ど
こ
い
祭
り
』
は
市
制

施
行
60

周
年
を
記
念
し
た
夏
祭
り
で
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
盛
り

沢
山
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
７
月
28

日
㈯
、
８
月
４
日
㈰

阿
久
根
の

夏
がや

っ
て
き
た
！
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今月の題字

終いの住
すみ

処
か

と決めて16年。周り
の人たちも優しく、脇本でよかっ
たと思っています。題字は、阿久
根大好き、脇本大好きと気持ちを
込めて書いてみました。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協議会
では平成24年９月30日まで義援金
を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかいご支
援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年６月30日現在）

１３,６００,６４５円
※日本赤十字社を通じて、被災された
方々へ配分されます。

山や
ま

　

口ぐ
ち

　
幸こ

う
　

補ほ

さ
ん

生
涯
学
習
講
座
脇
本
学
級

（
書
道
コ
ー
ス
）
講
師

義援金を受け付けています

今月の表紙

７月７日、阿久根大島・脇本・

大川島海水浴場が待望の海開き。

阿久根大島では、安全祈願式が終

わると、水着姿の来場者が歓声を

あげながら勢いよく海に飛び込ん

で行きました。

の
２
日
間
は
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

阿久根市制施行60周年記念阿久根みどこい祭り

昨年のハンヤ踊りパレード（波留区子供会）

プログラム（予定）
◆７月28日㈯　　※交通規制　17:20～20:00

時　　間 イベント内容 場　　所
13:00～16:00 み こ し 巡 行 市 内 一 円
17:30～ み こ し パ レ ー ド 国 道 ３ 号
17:40～18:20 音 楽 パ レ ー ド 国 道 ３ 号
18:30～19:50 ハ ン ヤ 踊 り パ レ ー ド 国 道 ３ 号
16:00～21:00 昔 風 こ ど も 夏 祭 り 中 央 公 園

◆７月29日㈰
時　　間 イ ベ ン ト 内 容 場　　所

9:30～14:00 歌って踊ってカーニバル 中 央 公 園
10:00～15:00 阿 久 根 み ど こ い 市 〃

◆８月４日㈯　　※交通規制　19:00 ～ 21:30
時　　間 イ ベ ン ト 内 容 場　　所

12:30～18:00
（予定）こいじゃが阿久根音楽フェス 市 総 合 体 育 館

20:00～21:00 花 火 大 会 阿久根漁港新港埋立地

◆８月５日㈰
時　　間 イ ベ ン ト 内 容 場　　所

9:00～14:00 あくね新鮮おさかな祭り
ス テ ー ジ イ ベ ン ト 阿久根漁港新港水揚げ場

待
っ
て
る
よ
Y
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7/28㈯、7/29㈰
8/ 4㈯、8/ 5㈰開催Y

会場案内図

７月28日㈯
昔風子ども夏祭り

７月28日㈯
音楽パレード８月５日 ㈰　あくね新鮮おさかな祭り

７月2 9日㈰　みどこい市

７月28日㈯　みこしパレード

ハンヤ本部
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阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り

阿久根市制施行60周年記念

阿久根みどこい祭り

８月４日㈯　花火大会

７月28日㈯　ハンヤ踊りパレード
８月５日㈰
魚のつかみ取り

７月29日㈰　ステージ
イベント（中央公園）

８月５日 ㈰　あくね新鮮おさかな祭り

７月2 9日㈰　みどこい市

８月５日㈰　ステージイベント
（阿久根新港）

こいじゃが阿久根音楽フェス
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６月16日、駅前通り会が、阿久根駅前バス

停近くの空き店舗を活用して『えきまえチャ

レンジショップ華』を開店しました。

店内では、市内の農家の方々が持ち込んだ

農産物や手作りの小物、鶴翔高校３年Ａ組シ

リーズなども販売しており、また女性向けの

整体サロンも開業していて好評です。

駅前通りの店舗前には小・中学校の子ども

たちの作品が展示されており、来場者を楽し

ませていました。

今後は、小・中学校の子どもたちによる販

売体験やフリーマーケットなどを企画してい

ます。なお、出店希望者も募集中です。

◇営業時間　午前９時～

午後４時

◇定 休 日　火曜日

波留区の南方神社で、８年ごとの旧暦７月

28日に奉納される『神舞』（昭和43年、県無形

民俗文化財指定）。

近年は、この『神舞』を保存するため、毎

年仮奉納を行っていましたが、今年は、市制

施行60周年ということもあり、平成７年以来、

17年ぶりに本奉納が行われることになりまし

た。

保存会長の垂司さんは、「踊り手確保に奔走

し、何とかここまでこぎつけた。これを機に、

伝統継承の一助になれば。」と話していまし

た。

◇日時　８月26日㈰　11時～

◇場所　南方神社（波留区） ※問い合わせ先

『えきまえチャレンジショップ華』事務局

ＮＰＯ法人　ビゴップ　担当　潟

☎０９９６－７３－１０７０

※問い合わせ先

生涯学習課（市民会館内）

☎０９９６－７２－１０５１

えきまえチャレンジショップ華
オープンY

展示されている子ども

たちの作品に見入る、

駅前通りの歩行者

『えきまえチャレンジショップ華』店内

『神舞』が17年ぶりに本奉納Y

『神舞』（鬼神舞）

南方神社（波留区）

ストリートギャラリー開催中Y
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◇日　時　８月25日㈯～９月２日㈰

午前９時～午後６時

◇会　場　市民会館大ホール

◇種　目

【一般の部（高校生以上）】

・洋画（15号以下）

【ジュニアの部（小中学生）】

・平面作品（八つ切り白色に限る）

※　台紙…Ａ３サイズ

（四つ切り白色に限る）

・図画およびデザイン可

◇画　題　原則として自由

◇出品料　１点につき２,０００円。２点目
以降は１,５００円。
ただし、一人３点まで。小中高校

生は無料。

◇搬入日　８月３日㈮～８月５日㈰

午前９時～午後５時

◇日　時　10月14日㈰

１回目　開場12時30分

開演13時～14時40分ごろ

２回目　開場15時30分

開演16時～17時40分ごろ

◇会　　場　市民会館大ホール

◇チケット　大　人（高校生以上）3,000円

子ども（中学生以下）2,000円

◇発 売 日　８月５日㈰から発売

出演者は予告なく変更する可能性があります。

あらかじめご了承ください。

※搬入先及び問い合わせ先

生涯学習課（市民会館内）

☎０９９６－７２－１０５１

※問い合わせ先

生涯学習課（市民会館内）

☎０９９６－７２－１０５１

第14回 あくね洋画展の作品募集Y

来場者に作品ごとの

解説を行う審査員

（第13回あくね洋画展）

市民会館大ホール

『吉本新喜劇』が阿久根にやってくるY

阿久根市制施行60周年吉本ミニ新喜劇＆バラエティ

阿
久
根
の
情
報
か
わ
ら
版

第13回あくね洋画大賞（一般の部）

『落 日』　日當瀬照夫氏

阿久根の情報かわら板おすすめガイド

阿久根の耳より情報を紹介します

ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD

【
出
演
者
】

宮川大助・花子

ケン坊田中 もっこすファイヤー ビューティメーカー
など

山田花子石田　靖

ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD

ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD

ⒸYOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD
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６
月
３
日
〜
20

日
に
か
け
て
、
阿
久

根
・
山
下
・
尾
崎
・
鶴
川
内
・
田
代
の

５
つ
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
田

植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
汚
れ
ま
い
と
、
慎
重
に
田

ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
植
え
て
い
く
う
ち
に
慣
れ
て
き
た

の
か
、歓
声
を
上
げ
、泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
小

学
校
も
10

月
ご
ろ
収
穫
で
き
る
見
込
み

で
、
産
業
祭
や
地
区
の
文
化
祭
な
ど
で

販
売
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
折
多
小
学
校
で
は
、
収
穫
し

た
一
部
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
福
島
県

い
わ
き
市
の
錦
東
小
学
校
へ
送
る
予
定

と
の
こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
両
校
の
交
流
は
２
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
５
小
学
校
で

田
植
え
体
験

3〜20日
6月

笑顔を見せながら田植えを行う阿久根小６年生の子どもたち

みんなで植えたよバンザイY（鶴川内小）

元気いっぱいの山下小３年生以上の子どもたち

田植えだけでなく、芋も植えたよ

（尾崎小）

錦東小学校のみんな、待っててね（折多小３年生）

カエルを捕まえたよ

田植え体験をしようY
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

まちの話題

田
代
小
学
校
の
校
庭
の
樹
齢
百
年
を

超
す
セ
ン
ダ
ン
の
木
に
、
今
年
も
ア
オ

バ
ズ
ク
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
巣
穴
に
し
て
い
た
ウ
ロ

（
枝
の
穴
）
の
部
分
が
折
れ
て
し
ま
い
、

同
校
の
子
ど
も
た
ち
は
「
今
年
は
来
な

い
か
も
。」
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

ア
オ
バ
ズ
ク

10日
6月

無
事
、
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
一
安

心
し
て
い
ま
し
た
。
例
年
、
７
月
中
旬

ま
で
姿
を
現
す
そ
う
で
す
。

「
ア
オ
バ
ズ
ク
は
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が

大
好
き
み
た
い
で
、
樹
の
下
に
葉
っ
ぱ

や
実
に
交
じ
っ
て
、
よ
く
死
が
い
が
落

ち
て
い
る
よ
。」
と
、
子
ど
も
た
ち
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ス
の
ア
オ
バ
ズ
ク
が
ウ
ロ
の
近
く

で
家
族
を
守
ろ
う
と
じ
っ
と
見
張
り
を

し
て
い
る
様
子
は
、
ま
る
で
田
代
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
田
代
小
学
校
と
時
を
同
じ

く
し
て
、
４
年
ぶ
り
に
鶴
川
内
小
学

校
の
校
庭
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木

に
、
田
代
小
の
ア
オ
バ
ズ
ク
と
は
別

の
ア
オ
バ
ズ
ク
が
飛
来
し
て
お
り
、

こ
ち
ら
で
も
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

西
目
小
学
校
と
尾
崎
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
57

人
が
、
高
之
口
海
岸
で
地
引

き
網
体
験
や
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
を
行

う
な
ど
、
一
日
を
通
し
て
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

両
校
の
子
ど
も
た
ち
は
力
を
合
わ

せ
、
地
区
の
漁
民
が
仕
掛
け
た
地
引
き

網
を
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
声

を
掛
け
あ
い
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
網
を

引
き
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
引
き
揚
げ
た

網
に
は
、
タ
イ
や
ア
ジ
、
キ
ス
、
カ
ニ

な
ど
が
か
か
っ
て
い
て
、
大
き
な
歓
声

が
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

西
目
・
尾
崎
っ
子
が

地
引
網
で
歓
声

26日
6月

センダンの木でじっとこちらの様子をうかがうアオバズク（田代小）

アオバズクの説明をしてく
れる田代小の子どもたち

笑顔を見せながら元気に
網を引っ張る子どもたち

みんなで力を合わせて「ヨイショ、ヨイショ」
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まちの話題 みんなのアルバム

６月13日、子育てサークルに通う

親子と牛之浜区いきいきサロンの高

齢者が牛之浜区集落センターで、歌

や工作、体操などをして、お茶や会

話を楽しみました。同サロンの参加

者は、お茶や工作などの合間に「む

じょか。」と声をかけては幼児たち

にふれあい、笑顔が絶えませんでし

た。

阿久根小学校で６月29日、お茶の入れ方教室があり、５年

生76人が日本茶インストラクター大尾守さんから手ほどきを受

け、おいしいお茶の入れ方を学びました。「お湯の熱さで甘く

も渋くもなることが分かり、勉強になった。」と参加した児童

が嬉しそうに話していました。

６月30日、悪天候のため『ビーチクリー

ン阿久根』は中止となりましたが、鹿児島

県ホンダ会や阿久根建友会、地元住民の

方々など約340名が参加し、脇本・大川島

海水浴場の海岸清掃を行いました。砂の中

に埋もれていた大きな石や流木を重機が掘

り起こし、けん引式のビーチクリーナーで

運搬して、海岸はすっかりきれいになりま

した。きれいになった脇本・大川島海水浴

場へぜひ、お越しください。

笑顔が絶えない３世代交流

お茶をおいしく入れられるよ

幼児たちとふれあう牛之浜区の高齢者

脇本･大川島海水浴場の海岸清掃

海岸に流れ着いた流木やゴミを拾う参加者

阿久根建友会の重機
鹿児島県ホンダ会の
ビーチクリーナー

お茶のおいしい入れ方を学ぶ阿久根小の子どもたち

笑

お

脇
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

まちの話題 みんなのアルバム

６月13日、鶴翔高校で『ミューＦＭジャックアワー』
の番組収録がありました。
この番組は、同番組スタッフが校内放送を乗っ取り、

生徒や先生方から部活や勉強のことを聞き出したりす
るユニークな番組で、出演した生徒らは緊張しながら
も楽しんで収録に臨んでいました。ＦＭ鹿児島（ラジオ）公開収録in鶴翔高校

公開収録に出演した鶴翔高校の生徒ら

水消火器の体験を行う上原区の皆さま

救急隊員から心臓マッサージの指導を受ける
鶴川内中学校の生徒ら

クライマックスに出演者総出（約130人）で
行われた和太鼓演奏

６月３日、市内全域で行われた土砂災害に対す
る防災訓練。上原区の同公民館で区民らは、土砂
災害に対する日ごろの備えや避難方法についてビ
デオで学び、炊き出しの訓練や水消火器の体験を
行いました。区長の跡上休三さんは「日ごろから
どう避難するか、家族でよく話し合っていてくだ
さい。」と話していました。

『双月の宴』日出ズル国ノ侍（和太鼓演奏会）が
市総合体育館で開催されました。九州初公演の「和
太鼓　飛龍（大阪）」や「野武士（福岡）」、地元か
らは「毘沙門太鼓 響流」などが出演し、会場は勇
壮な和太鼓の音が鳴り響き、大盛況となりました。

６月８日にプールや海水浴シーズンを前に、同
中学校の生徒や保護者らが阿久根消防署の救急隊
員を招き、心肺蘇生法を学びました。
救急車が来るまでの時間にいかに処置をするかで

助かる度合いが変わるとのことで、生徒らは心臓マッ
サージやAEDの使い方を熱心に学んでいました。

土砂災害　日ごろの備えと早めの避難

双月の宴（和太鼓演奏会）

シ ーズン前に心肺蘇生法を学ぶ（鶴川内中）

楽しい話題などをお知らせください。

秘書広報係

☎0996-73-1211（内線1214）

みんなのアルバム

シ

土

双
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

市内沿岸部の電柱に標高表示板を設置
６月19日～21日、津波防災の一環として、市内

113か所の電柱に県の広報・安全等対策交付金を

活用し、標高表示板を設置しました。

表示板は、標高だけでなく、川内原子力発電所

からの距離も表記しており、今年中に市内の公共

施設など約100か所に同様のものを設置する予定

です。

なお、市内の小・中学校には、今年２月から３

月にかけて標高を表示した標柱の設置を終えてい

ます。電柱に取り付けられた標高表示板

標
　

高
　

板

土砂災害に対する災害危険箇所の
防災点検を実施
６月12日に市・県をはじめ、警察、消防関係者

が、田代中区や尻無下区などの土砂災害の恐れの

ある急傾斜地、河川の防災点検を行いました。

その後、一行は市役所で、それぞれの危険箇所

の今後の防災方法、災害時の連携などについて、

意見交換を行いました。

災害危険個所の防災点検を行う関係者ら
（田代中区）

防
災

点
検

平成24年第２回定例市議会
６月27日㈬に閉会
平成24年第２回市議会定例会は６月11日に開会

し、17日間の日程で６月27日に閉会しました。

約2,707万円を追加する一般会計補正予算や教

育委員会の委員の任命などの議案が提案され、い

ずれも可決・同意されました。

なお、詳細な内容は、市のホームページや後日

配布される市議会だよりをご覧ください。

市
　

議
　

会

議案の提案を行う西平市長
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防ポンプ操法の訓練成果を競う
阿久根市消防ポンプ操法大会が７月１日、阿久

根漁港新港の敷地内で行われ、市内８分団25班か
らポンプ車の部４チーム、小型ポンプの部11チー
ムが出場し、団員が一丸となって訓練成果を競い
合いました。
なお、今年の各種目の優勝分団は、８月５日㈰に

市役所駐車場で開催される出水支部大会に出場し
ます。市民の皆さまの応援とご協力をよろしくお
願いします。競技結果は、以下の表のとおりです。

阿
久
根
市
政
ニ
ュ
ー
ス

ニュー
ス 水難救助用ボート交付式

避難困難者の安全･迅速な救助を

水災救助用ボート配備

（折多分団多田班）

大雨災害時などで、高齢者を含め、自力で

避難することが難しい方々を安全、迅速に避

難させるために、水災救助用ボートを折多分

団多田班に配備しました。

市では、今後とも救助活動を行う消防団員

の安全確保を含め、計画的にボート配備の検

討を行っていきます。

水難救助用ボート交付式（市役所玄関前）

真剣な面持ちで指揮者の号令を待つ操法員

指揮者の号令とともにきびきびと
した動きを見せる操法員

筒先交代を行う指揮者と１番員

息の合った２番員と
３番員の吸管延長

安全で正確な操作を
要する３番員

ポンプ車の部
優勝　鶴川内分団

小型ポンプの部
優勝　大川分団

◇団体の部

ポンプ車の部 小型ポンプの部

優 勝 鶴 川 内 分 団 大 川 分 団

準優勝 大 川 分 団 三笠分団黒之浜班

第３位 三笠分団古里班

◇個人賞

ポンプ車の部 小型ポンプの部

指揮者
栗 林 靖 浩 花 田 　 博

（ 鶴 川 内 分 団 ）（ 大 川 分 団 ）

１番員
松 下 直 樹 若 松 郁 雄

（ 大 川 分 団 ）（ 山 下 分 団 ）

２番員
柏 木 清 彦 小 園 豪 志

（ 鶴 川 内 分 団 ）（ 西 目 分 団 ）

３番員
川 畑 輝 薫 花 木 和 也

（ 中 央 分 団 ）（ 大 川 分 団 ）

４番員
花 木 主 計

（ 大 川 分 団 ）

消
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１　試験職種、採用予定人員および受験資格

試験
区分

職種
採用
予定
人員

受　　　験　　　資　　　格

行
　
　
政
　
　
職

一般
事務

若干名

昭和60年４月２日から平成７年４
月１日までに生まれた者で、高等
学校卒業（平成25年３月卒業見込
みの者を含む。）程度の学力を有
するもの

土木 若干名

昭和60年４月２日から平成７年４
月１日までに生まれた者で、高等
学校卒業（平成25年３月卒業見込
みの者を含む。）程度の学力を有
するもの

２　試験の方法および内容

第１次試験　教養試験（全職種）、適性検査（全職種）、

作文試験（一般事務）、専門試験（土木）

第２次試験　面接試験（全職種）、健康診断（全職種）

３　試験日および場所

第１次試験　平成24年９月16日㈰　８時30分～15時（予定）

※場所　阿久根市役所会議室

第２次試験　平成24年10月下旬

※日時、場所は第１次試験合格者に通知

４　受験手続

⑴　提出書類　①受験申込書　１通（市所定のものに自書すること）

②最終学歴の卒業証明書または卒業見込証明書　１通（開封無効）

③成績証明書　１通（開封無効）

④写真２枚（最近３ヵ月以内に撮影した縦５㎝、横3.5㎝）

⑵　受付期間　平成24年８月15日㈬まで

（受付時間は８時30分～17時15分）

※ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く。

※郵送の場合、平成24年８月15日㈬の消印まで有効。

用
試験
採

Ａkune ＣITY阿久根市職員採用試験のお知らせ

※受験申込書の請求・提出先および問い合わせ先

阿久根市役所 総務課 職員係
〒８９９－１６９６　阿久根市鶴見町２００番地

☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１５）

なお、市のホームページでは、『募集要綱』、『受験申込書』がダウンロードできます。

http://www.city.akune.kagoshima.jp/sisei/saiyo.html

市役所からの

お知らせ
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問い合わせ先：県北薩地域振興局　農林水産総務課　☎０９９６－２５－５５０３

県境交流事業『料理対決』参加店舗募集Y

問い合わせ先：☎０９９６－７３－１２１１　企画調整課　企画推進係（内線１２３１）

『華の５０歳組』のぼり旗　協賛者募集Y

料
決
理

対 県北薩地域振興局では、県境交流事業『料理対決』に

参加していただける店舗を募集しています。

◇開催内容　地元産の肉（牛、豚、鶏）を食材にしたフェ

ア料理（和食、洋食料理などの中から一つ

選定）を各参加店舗で販売し、その料理を

食した方に熊本県水俣芦北地域と鹿児島県

北薩地域合同のスタンプラリーに参加して

もらい、後日抽選で賞品が当たります。

◇参加条件　北薩摩５市町内に店舗を構え、地元産の肉

（牛、豚、鶏）を食材にしたフェア料理（同

上）を提供できる店舗

◇参加料金　５,０００円
◇募集締切　平成24年７月末

◇開催時期　平成24年10月６日㈯～ 12月２日㈰

企画調整課では、今年で62回目を迎える『華の50歳組』を盛り上げ、

市外から帰省される対象者の方々を、市を挙げて歓迎する取り組みと

して、のぼり旗の購入・設置に協賛くださる企業、個人を募集します。

市で取りまとめて入札を行い、製作しますので、協賛として購入を

希望される本数分の費用（１本当たり１,０００円程度を予定）をご
負担いただく形となります。

ご希望の方は、７月25日㈬までに企画調整課へお申し込みください。

のぼり旗イメージ昨年の大川小学校『華の50歳組』

Akune City
Information
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◆介護保険料　基準額が、年額43,200円から、51,600円に変わりました
・65歳以上の方の保険料は、 本市で必要な介護サービス費用をまかなうために算出された基
準額をもとに、所得に応じて段階的に決められます(保険料は３年ごとに見直されます）。
・平成24年度～平成26年度の保険料
所得段階 対　　　象　　　者 保険料率 年間保険料

第１段階
生活保護を受給している方又は老人福祉年金受給者で、
世帯全員が市民税非課税の方

基準額×0.50 25,800円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計額が80万円以下の方

基準額×0.50 25,800円

第３段階
（特例）

世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計額が80万円を超え120万円以下の方

基準額×0.65 33,540円

第３段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計額が120万円を超える方

基準額×0.75 38,700円

第４段階
（特例）

世帯員に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円以下の方

基準額×0.85 43,860円

第４段階
世帯員に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税で、前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円を超える方

51,600円

第５段階
本人が市民税課税者で、
前年の合計所得金額が190万円未満の方

基準額×1.25 64,500円

第６段階
本人が市民税課税者で、
前年の合計所得金額が190万円以上の方

基準額×1.50 77,400円

※「第３段階」および「第４段階」については、被保険者の負担能力に応じたきめ細かい保
険料設定のため、細分化しています。

◆後期高齢者医療保険料
・後期高齢者医療では、被保険者の皆様の医療費の
動向などを踏まえ、２年ごとに保険料率の見直し
をすることになっています。
平成24・25年度の保険料率を右のとおり改定しま
した。

・対象となる方
①75歳以上の方
②65歳から74歳の方で一定の障害のある方

・保険料の計算方法（対象となる方、一人ひとりの所得に応じて算定されます）
保険料（上限55万円）＝均等割額（48,500円）＋所得割額【（総所得－33万円）×所得割率（9.05%）】 
※年金所得＝年金収入（330万円未満の場合）－120万円（年金等控除額）

・保険料の軽減措置
所得の低い世帯は、保険料の均等割額が軽減されます。
詳しくは、税務課 課税係までお問い合わせください。

介護保険・後期高齢者医療保険は、社会全体で負担を
支えあう制度です。安心してサービスを利用できるよ
うに保険料は、必ず納めましょう。　　　　　

※問い合わせ先　税務課　課税係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１４４３・１４４４）

〈後期高齢者医療保険料率の改定内容〉

内　訳 変更前 変更後

均 等 割 額 45,900円 48,500円
所 得 割 率 8.63％ 9.05％
負担限度額 50万円 55万円

基準額

『介護保険料』と『後期高齢者医療保険料』が変わりました

平成24年４月から

デイサービスで機能訓練を
行う利用者
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
が
管
理
し
て
い

る
環
境
セ
ン
タ
ー
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
及
び
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
平
成
25
年
度
か
ら
の

運
転
管
理
業
務
の
一
部
を
民
間
事
業
者
に
委

託
し
ま
す
。

な
お
、
受
託
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
総
務
課
施
設
整
備
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

総
務
課
　
施
設
整
備
係

☎
０
９
９
６
（
８
４
）
４
８
１
５

℻
０
９
９
６
（
８
４
）
４
８
１
７

http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

７
月
21

日
㈯
か
ら
８
月
31

日
㈮
ま
で
の

間
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
を
一

般
開
放
し
ま
す
。

◇
プ
ー
ル
開
放
時
間
　
10

時
〜
11

時
30

分
、

13
時
10
分
〜
14
時
40
分
、
15
時
〜
16
時
30

分
◇
使
用
料
金
　
市
内
在
住
者
の
小･

中
学
生

50
円
、
高
校
・
一
般
100
円

＊
市
外
の
方
は
市
内
在
住
者
の
倍
の
料
金

◇
休
み
の
お
知
ら
せ

・
毎
週
月
曜
日
（
施
設
休
館
日
）

・
７
月
25
日
（
市
内
小
学
校
水
泳
記
録
会
）

・
７
月
28
日
・
29
日
（
み
ど
こ
い
祭
り
）

・
８
月
５
日
（
水
泳
教
室
閉
校
式
）

・
８
月
11
日（
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練
）

・
８
月
14
日
、
15
日
（
お
盆
休
み
）

運

夏

転
管
理
業
務
の
一
部
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す

季
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

㈳
阿
久
根
青
年
会
議
所
は
、
毎
年
阿
久
根

み
ど
こ
い
祭
り
で
神
輿
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
・

巡
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に

神
輿
を
担
い
で
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
28
日
㈯
　
８
時
30
分
〜

※
時
間
は
都
合
に
合
わ
せ
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
場
所

・
み
こ
し
巡
行
の
部
　
市
内
各
所

・
ハ
ン
ヤ
踊
り
パ
レ
ー
ド
の
部

国
道
３
号
　
ハ
ン
ヤ
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
て

◇
対
象
　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

み
ど
こ
い
祭
り
の
お
神
輿
担
ぎ
手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◇
募
集
締
切
　
７
月
26
日
㈭
ま
で

◇
持
参
す
る
も
の
　
着
替
え
、白
の
短
パ
ン
、

運
動
靴
、
足
袋
（
無
く
て
も
可
）

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
青
年
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
２
９
３

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困

難
な
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
意
思
伝
達
手

段
を
確
保
し
、意
思
疎
通
を
円
滑
に
す
る「
要

約
筆
記
者
」
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
開
催
時
期

平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
３
月

※
毎
月
２
回
程
度
　
木
曜
日
の
午
後
実
施

◇
場
所
　
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま

（
鹿
児
島
市
小
野
町
）

◇
募
集
期
間
　
８
月
１
日
〜
８
月
31
日

◇
受

講

料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
先

県
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま
）

☎
０
９
９
（
２
２
０
）
５
８
９
６

福
祉
・
保
健
医
療
職
場
の
人
事
担
当
者
と

求
職
希
望
者
と
の
就
職
面
談
会
を
開
催
し
、

福
祉
な
ど
の
職
場
の
人
材
確
保
及
び
求
職
希

望
者
の
求
職
活
動
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
　
８
月
９
日
㈭

※
当
日
受
付
、
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

○
会
　
場
　
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
参
加
費
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
市
）

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

県
内
の
各
保
健
所
で
、
平
日
夜
間
（
鹿
児

島
市
保
健
所
は
平
常
通
り
）
に
肝
炎
ウ
ィ
ル

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
認

知
症
の
診
断
が
で
き
る
機
器
を
準
備
し
て
あ

り
、
託
児
も
あ
り
ま
す
（
前
日
ま
で
に
要
予

約
）。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
・
場
所

・
７
月
25
日
㈬
　
脇
本
地
区
公
民
館

・
８
月
20
日
㈪
　
西
目
地
区
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

・
９
月
５
日
㈬
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

要

福肝

認
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

祉
・
保
健
医
療
職
場
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
無
料
（
平
日
夜
間
）

７
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰
は
『
肝
臓
週
間
』

知
症
予
防
講
演
会
の

お
知
ら
せ

時
間
　
18
時
30
分
〜

◇
講
師

【
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
】

・
大
川
診
療
所
医
師
・
市
比
野
記
念
病
院

院
長
　
黒
田
　
篤
　
先
生

・
大
川
診
療
所
医
師
・
市
比
野
記
念
病
院

神
経
内
科

部
長
　
永
田
和
弥
　
先
生

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
２
）

℻
０
９
９
６
（
７
３
）
０
２
９
７

※
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

昨年行われた神輿巡行



19 Akune
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ス
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
検
査
を
受
け
た
い
方
は
、
各
保

健
所
へ
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
実
施
日
（
17
時
〜
19
時
）

・
川
薩
保
健
所
　
７
月
30
日(

月)

☎
０
９
９
６(
２
３)

３
１
６
５

・
出
水
保
健
所
　
８
月
２
日(

木)

☎
０
９
９
６(

６
２)
１
６
３
６

◇
検
査
内
容（
結
果
告
知
ま
で
１
時
間
程
度
）

・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

※
問
い
合
わ
せ
先

・
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
印
か
ん
は
不

要
で
す
。
写
真
は
会
場
で
撮
影
し
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
29
日
㈰

12
時
受
付
（
13
時
開
始
）

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
　
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
を
含
む
）

・
更
新
講
習
料
　
９
千
円

・
失
効
講
習
料
　
１
万
５
千
円

◇
持
参
品
　
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

※
問
い
合
わ
せ
先
　
北
さ
つ
ま
漁
協
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
５
１
１

沖
縄
戦
で
戦
死
さ
れ
た
県
出
身
者
の
追
悼

式
に
参
列
を
希
望
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
（
沖

縄
戦
で
戦
死
さ
れ
た
方
の
３
親
等
以
内
）
を

募
集
し
ま
す
。

な
お
、参
加
費
に
つ
い
て
は
、県
か
ら
助
成

が
あ
り
ま
す
（
同
伴
者
は
全
額
自
己
負
担
）。

◇
追
悼
式
開
催
日
　
11
月
６
日
㈫

◇
会
場
　
沖
縄
県
糸
満
市
　
平
和
祈
念
公
園

◇
募
集
期
間
　
８
月
１
日
〜
８
月
31
日

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
・
１
４
１
７
）

厳
し
い
電
力
需
給
見
通
し
を
受
け
、
庁
舎

等
市
の
施
設
で
は
７
月
か
ら
次
の
取
組
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
期
　
間
　
10
月
31
日
㈬
ま
で

◇
取
組
内
容

始
業
前
・
休
憩
時
間
の
消
灯
、
冷
房
時
間

の
短
縮
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
進
、
植
栽
に

よ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
実
施
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
職
員
係

☎
０
９
９
６(

７
３)

１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
５
）

本
市
出
身
で
、
名
古
屋
市
に
在
住
の
外

園
義
雄
様
か
ら
「
障
が
い
者
及
び
高
齢
者

の
方
々
の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。」
と
、

市
に
車
い
す
20
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
で
に
市
の
公
共
施
設
等
に
配
置
し
て
い

ま
す
が
、
個
人
で
一
時
利
用
さ
れ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
・
会
議
等
で
車
い
す
が
必
要
な
場
合

は
、
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
・
１
４
１
７
）

家
や
倉
庫
の
建
築
、
駐
車
場
の
設
置
、
植

林
を
す
る
際
に
は
、
例
え
耕
作
を
し
て
い
な

く
と
も
、登
記
簿
上
そ
の
土
地
の
地
目
が
田
・

畑
で
あ
れ
ば
、
必
ず
許
可
が
必
要
で
す
。
国

の
農
地
法
に
よ
り
、農
業
委
員
会
が
調
査
し
、

審
査
し
た
後
、
県
よ
り
許
可
が
出
ま
す
。

そ
こ
で
、
土
地
に
家
な
ど
を
建
築
す
る
際

社
会
の
中
で
立
ち
直
り
を
目
指
す
「
更

保
健
所
で
『
動
物
愛
護
講
習
会
』
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
講
習
会
を
受

海

沖

夏農

７

動
技
免
状
の
更
新
・

失
効
講
習
案
内

縄
戦
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集

季
に
お
け
る
庁
舎
の
節
電
等

省
資
源
取
組
の
お
知
ら
せ

地
に
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る

場
合
は
転
用
許
可
が
必
要
で
す

月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
強
調
月
間
で
す

物
愛
護
講
習
会
の
開
催

講
さ
れ
た
方
は
、
宮
之
城
畜
犬
管
理
セ
ン

タ
ー
等
（
県
下
３
か
所
）
で
実
施
す
る
『
犬

の
譲
渡
会
』
で
譲
渡
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時
・
場
所

・
７
月
25
日
㈬
　
川
薩
保
健
所

・
８
月
８
日
㈬
　
出
水
保
健
所

受
　
付
　
13
時
〜

講
習
会
　
13
時
30
分
〜
15
時

◇
講
習
内
容

・
犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
方
な
ど
に
つ
い
て

・
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て

・
質
疑
・
応
答

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
保
健
所
　
衛
生
係

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
３
６

℻
０
９
９
６
（
６
３
）
１
１
１
４

生
保
護
」。
信
じ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
。

必
要
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
。そ
れ
は
、

更
生
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安
全
で
安
心
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
ま
ず
あ
な
た
の
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
・
１
４
１
７
）

に
は
、
地
目
が
農
地
で
な
い
か
注
意
す
る
と

と
も
に
、農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

・
車
い
す
20

台

◇
寄
　
贈

寄贈された車いす
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図書館へ行こうY
　夏休み期間中のご利用について
夏休みは、郷土資料・自
由研究・図鑑などの利用が
多くなります。期間中、禁
帯出シール（赤）がついて
いる図書は、館内のみの利
用となりますので、ご利用
の際は、ご注意ください。

　新刊案内
・『夜の国のクーパー』　伊坂幸太郎（著）

どうして猫が喋れるのか？君は本
当に猫なのか？ 猫は「トム」と名
乗り、「おまえは僕の喋ることが分
かるのか」と言った…。猫と戦争、
そして世界の秘密を描く長編小説。

・『信長死すべし』　山本兼一（著）
「信長を粛清せよ」 明智光秀をは
じめ、近衛前久、吉田兼和、勧修寺
晴豊、里村紹巴、徳川家康ら、織田
信長を取り巻く人々の動きから、本
能寺の変を炙り出す歴史長編。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・８/４㈯　14時～

映画会
・８/11㈯　14時～

バンビ教室
（読み聞かせ）

・８/18㈯　14時～
手作り教室

・『神渡し』　犬飼六岐（著）
江戸の正徳年間、かわら版売りの
男が変死し、同じ生業の才助もなぜ
か命を狙われる。慌てふためく才助
に、物書きの武士・孫四郎と可憐な
女絵師・市麻呂も巻き込まれ、３人
は事件の真相へ近づいていくが…。

・『みさき食堂へようこそ』　香坂直（作）
あなたが食べたかったあの料理、
作りますYみさき食堂は、ちょっと
不思議な食堂です。食べたいものが
あるけど、わけがあって食べられな
い人が、ときどきやってきて…。心
がやわらかくなる物語。

昔の写真を募集していますY　秘書広報係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１４）

昭和27年ごろの高松橋

当時、この写真の提供者である橋口さ

んが、現在の本町薬局の近所に住んでお

り、新しくカメラを購入された記念にと

撮影された写真とのことです。

高松橋では毎年、

盆に精霊流しが行わ

れており、提灯や精

霊船の灯りで幻想的

な光景に包まれます。
現在

高松橋を望む光景

提供者：橋口義夫さん

撮影日：昭和27年ごろ

写真館昔
今写真が語る

阿久根の

禁
帯
出

シ
ー
ル
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

街
角
に
葬
儀
案
内
今
日
も
見
つ
こ
の
空
の
も
と
泣
く
人
あ
ら
む 

野
村
　
克
江

太
く
強
く
太
鼓
は
会
場
に
轟
き
て
わ
が
悩
み
な
ど
ふ
き
飛
び
て
ゆ
く 

木
場
　
克
子

春
が
す
み
遠
く
た
な
び
く
海
見
ゆ
る
丘
の
若
木
に
う
ぐ
ひ
す
の
声 

川
畑
　
ス
ミ

孫
た
ち
の
一
人
立
ち
し
に
安
ら
ぎ
し
や
身
に
近
き
人
逝
き
て
さ
び
し
き 

遠
矢
　
　
律

白
妙
の
エ
ゴ
の
木
の
花
日
々
に
見
つ
花
芽
花
咲
き
花
散
る
ま
で
を 

河
南
誠
一
郎

如
何
な
ら
ん
余
生
は
知
ら
ね
し
ば
ら
く
を
赤
き
サ
ル
ビ
ア
に
惹ひ

か
れ
つ
つ
立
つ 

白
濵
　
ノ
ブ

祈
り
た
る
あ
と
に
外
し
し
眼
鏡
に
は
ひ
と
す
ぢ
の
涙
乾
き
し
ま
ま
に 

亀
澤
　
笑
子

ひ
と
す
ぢ
に
誠
を
つ
ら
ぬ
く
鬼
も
ゐ
ず
ド
タ
バ
タ
劇
に
て
終
は
る
国
会 

有
田
イ
チ
エ

喜
び
は
子
と
孫
の
嫁
や
さ
し
く
て
恵
ま
れ
る
我
日
々
を
謝
し
つ
つ 

赤
﨑
　
タ
エ

金
環
の
日
食
仰
ぐ
わ
が
庭
の
梅
の
葉
か
げ
に
朝
の
闇
生あ

る 

別
府
　
義
明

「
今
年
も
ア
オ
バ
ズ
ク
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。」
と
、
６
月
初
旬
に
田
代
小
学

校
の
岡
元
晋
一
校
長
先
生
よ
り
連
絡
を

受
け
、
私
は
恥
じ
ら
い
も
な
く
、
電
話

先
で
小
躍
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
も
、
昨
年
取
材
し
よ
う
と

何
度
か
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
時
期
を
逸

し
て
し
ま
い
、
写
真
に
収
め
る
こ
と

も
、
見
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　
し
か
し
、
連
絡
を
受
け
た
そ
の
後
、

取
材
に
行
こ
う
に
も
雨
が
降
り
続
き
、

期
待
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
６
月
10

日
、
つ
い
に
ア
オ
バ
ズ
ク
と
出
会
い
、

写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
カ
メ
ラ
片
手
に
セ
ン
ダ
ン
の
樹
の
下

で
動
き
回
る
自
分
を
、
じ
っ
と
静
か
に

見
つ
め
て
く
れ
る
ア
オ
バ
ズ
ク
。
感
無

量
の
ひ
と
時
で
し
た
。
　
　
　（
寺
園
）

人のうごき
６月30日現在

（　）は前月比

人　口
23,032人
（－9人）

男
10,800人
（＋1人）

女
12,232人
（－10人）

世帯数
10,598世帯
（＋7世帯）

出 生	 13人
死 亡	 25人
転 入	 45人
転 出	 42人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

野
中
　
星せ
い

覇は

　
将
　
平
（
上
　
原
）

古
田
　
結ゆ

音い

　
健
太
郎
（
牛
之
浜
）

小
林
　
幸こ
う

也や

　
拓
　
也
（
　
潟
　
）

春
田
　
脩
し
ゅ
う

真ま

　
達
　
也
（
古
　
里
）

福
浦
　
逞
た
く
ま

　
　
和
　
紀
（
槝
之
浦
西
）

新
町
菜な

な々

美み

　
昭
　
久
（
牧
　
内
）

飯
伏
　
結ゆ
い

音と

　
良
太
郎
（
上
　
原
）

築
地
　
海か
い

俐り

　
康
　
平
（
折
口
東
）

渕
脇
　
葉は

奈な

　
直
　
也
（
　
段
　
）

阿
蘇
谷
　
凛り
ん

　
　
聡
　
（
陳
之
尾
）

枦
　
　
綾あ
や

乃の

　
鉄
　
也
（
折
口
東
）

赤
瀬
川
義
德
79
（
　
浦
　
）
浩
　
美

浜
島
　
義
武
88
（
牟
　
田
）
シ
ゲ
ノ

折
口
フ
ヂ
ヱ
89
（
牟
　
田
）
満
　
郎

坂
元
　
貞
義
92
（
　
浜
　
）　

要

大
迫
タ
ツ
ミ
84
（
大
川
島
）
康
　
夫

盛
永
　
民
子
87
（
尾
　
崎
）　

昇

下
田
ス
ミ
子
87
（
新
　
町
）
卓
　
三

新
町
　
靖
　
77
（
脇
本
馬
場
）
ユ
キ
子

牟
礼
フ
ク
ヱ
81
（
尾
　
崎
）
美
栄
子

波
留
ツ
ミ
子
84
（
大
　
丸
）　

修

落
　
　
元
子
82
（
牛
之
浜
）
利
　
成

下
薗
　
義
行
83
（
尻
無
中
）
三
四
子

鳴
海
　
綱
子
101
（
槝
之
浦
東
）
三
　
善

園
田
　
忠
雄
85
（
　
潟
　
）
利
　
信

陳
ノ
内
康
孝
60
（
陳
之
尾
）
あ
さ
子

川
原
　
末
義
82
（
　
段
　
）
政
　
子

竹
内
ハ
ツ
子
90
（
遠
　
矢
）　

茂

桂
木
シ
ズ
ノ
100
（
牧
　
内
）
優
　
鶴

神
之
田
愛
助
99
（
古
　
里
）
實
　
男

平
床
　
悦
子
76
（
羽
　
田
）
賢
　
二

切
通
　
正
巳
71
（
山
下
馬
場
）
シ
ヲ
ミ

諸
正
　
勲
　
74
（
中
屋
敷
）
タ
　
キ

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

阿久根自動車教習所の皆さまが、６月25日「無事故の日」の一

環で、阿久根大島渡船場から水産振興センターまでの間と、同教習

所近くの住宅地周辺のゴミ清掃を行いました。「海開きを前にゴミ

拾いをし、少しでも阿久根の観光に貢献できれば。」と参加された

新村洋一さんが話していました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。清掃活動を行う阿久根自動車

教習所の職員の皆さま

其
の
七
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

福ふ
く

　

浦う
ら

　
春は

る
　

実み
　

さ
ん
™5

◇趣味は・・・
ドライブ、買い物

◇理想のタイプ
自分をもっている人

◇阿久根についてひと言
今年は市制施行60周年の年で、みどこい
祭りが数日間に渡って開催されるとあっ
て、楽しみです。これを機に阿久根市が 
活気づいていけばいいなと思います。

◇将来の夢は・・・
看護師

私たち『しろやま会』は、地域活性化を目的として、

高齢者の生きがいづくりと地域の親睦を図るために発足

いたしました。山下地区在住の会員23名。

活動内容は休耕地の耕作、農地を生かした農作物の生

産、加工品の開発、販売までを一貫して行う第６次産業

化を目指し、楽しく取り組んでいます。賛同いただける

方、歓迎いたします。

【連絡先】代表　遠矢

☎０９９６－７２－１５８８

『地域活性化グループしろやま会』
サークル紹介


